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〈
企
画
展
「
小
吉 

勝
海
舟
を
育
ん
だ
父
」 

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
②
〉 

収
蔵
資
料
に
見
る
勝
小
吉
（
夢
酔
）
の
生
涯 

～
「
勝
小
吉
」
の
誕
生
～ 

星
川 

礼
応 

１ 

旗
本
「
勝
小
吉
」
の
誕
生 

 

本
稿
で
は
、
小
吉
の
少
年
時
代
と
、
勝
家
と
の
養
子
縁
組
の
経
緯
に
つ
い
て
紐
解
い
て
い
く
。 

 

最
初
に
、
小
吉
の
出
自
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
小
吉
は
、
享
和
２
（
１
８
０
２
）
年
、

深
川
油
堀
（
現
江
東
区
）
の
男
谷
家
邸
宅
で
産
声
を
上
げ
た
。
男
谷
家
は
、
越
後
国
刈
羽
郡
長
鳥
村
（
現

在
の
新
潟
県
柏
崎
市
）
出
身
の
男
谷
（
米
山
）
検
校
を
祖
と
す
る
新
興
の
旗
本
家
で
あ
っ
た
。
小
吉
の

父
・
平
蔵
（
忠
恕
）
は
、
こ
の
検
校
の
子(

１)

で
あ
る
。 

次
に
、『
夢
酔
独
言
』
か
ら
小
吉
の
少
年
時
代
の
様
子
を
覗
い
て
み
よ
う
。 

〔
参
考
〕『
夢
酔
独
言
』（
抄
出
） 

 

〈
前
略
〉
お
れ
が
七
つ
の
と
き
、
今
の
家
（
＝
勝
家
）
へ
養
子
に
き
た
が
、
そ
の
と
き
十
七
歳
と 

 

い
っ
て
、
け
し
ぼ
う
ず
の
前
髪
を
お
と
し
て
、
養
家
の
方
で
小
普
請
支
配
石
川
右
近
将
監
と
組
頭 

 

の
小
尾
大
七
郎
に
、
初
て
判
元
の
と
き
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
は
小
吉
と
い
っ
た
が
、
頭
が 

 

「
年
は
幾
つ
、
名
は
な
ん
と
い
ふ
」
と
き
ゝ
お
っ
た
故
、「
小
吉
、
年
は
当
十
七
歳
」
と
い
っ
た 

 

ら
、
石
川
が
大
き
な
口
を
あ
ゐ
て
、「
十
七
に
は
ふ
け
た
」
と
て
わ
ら
い
お
っ
た
、
そ
の
時
は 

青
木
甚
平
と
い
ふ
大
御
番
、
養
父
の
兄
き
が
取
持
を
し
た
よ
、 

お
れ
が
名
は
亀
松
と
云
う
、
養
子
に
い
っ
て
小
吉
と
な
っ
た
、
夫
か
ら
養
家
に
は
祖
母
が 

ひ
と
り
、
孫
娘
が
ひ
と
り
、
両
親
は
死
ん
だ
の
ち
で
、
不
残
深
川
へ
引
取
り
、
親
父
（
＝
平
蔵
） 

が
世
話
を
し
た
が
、
お
れ
は
な
ん
に
も
し
ら
ず
に
遊
ん
で
ば
か
り
い
た
、〈
中
略
〉 

深
川
の
や
し
き
も
た
び
ゝ
ゝ
の
津
波
故
、
本
所
へ
や
し
き
替
へ
を
お
や
ぢ
が
し
て
、
普
請
の
で
き 

る
ま
で
駿
河
台
の
太
田
姫
稲
荷
の
向
ふ
、
若
林
の
屋
敷
を
当
分
か
り
て
い
た
が
の
、
其
や
し
き
は 

広
く
っ
て
、
庭
も
大
そ
ふ
に
て
、
隣
に
五
六
百
坪
の
原
が
あ
っ
た
が
、
ば
け
も
の
や
し
き
と 

み
ん
な
が
話
し
た
、
お
れ
が
八
つ
ば
か
り
の
時
に
、
お
や
ぢ
が
内
じ
ゅ
う
の
も
の
を
よ
ん
で
、 

そ
の
は
ら
に
人
の
形
ち
を
こ
し
ら
い
て
、
百
も
の
が
た
り
を
し
ろ
と
い
っ
た
故
、〈
後
略
〉 

ふ
か
が
わ
あ
ぶ
ら
ぼ
り 

お
た
に 

え
ち
ご
の
く
に
か
り
わ
ぐ
ん
な
が
と
り
む
ら 

よ
ね
や
ま 

け
ん
ぎ
ょ
う 

へ
い
ぞ
う 

 

た
だ
ひ
ろ 
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傍
線
部
に
注
目
す
る
と
、
小
吉
が
７
歳
の
時
（
文
化
５
・
１
８
０
８
年
）
、
１
７
歳
と
称
し
て
旗
本
勝
家
の

養
子
と
な
っ
た
こ
と
や
、
幼
名
を
「
亀
松
」
と
い
い
、
養
子
縁
組
に
よ
り
「
勝
小
吉
」
と
改
め
た
こ
と
な

ど
が
分
か
る
。「（
養
家
の
）
両
親
は
死
ん
だ
の
ち
」
と
あ
る
か
ら
、
小
吉
は
末
期
養
子
（
後
継
ぎ
の
い
な

い
武
家
の
家
名
存
続
の
た
め
緊
急
に
迎
え
ら
れ
た
養
子
）
と
し
て
勝
家
を
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
時
、
小
吉
は
小
普
請
組
（
幕
府
が
末
端
の
旗
本
・
御
家
人
を
支
配
す
る
た
め
に
編
成
し
た
組
）
の

上
役
で
あ
る
石
川
右
近
将
監
（
小
普
請
支
配
）
と
小
尾
大
七
郎
（
小
普
請
組
頭
）
の
面
接
を
受
け
て
い

る
。
文
中
で
は
「
判
元
の
と
き
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
判
元
見
届
」
を
指
す
。
幕
府
の
役
人

が
養
父
の
病
席
に
赴
き
、
養
子
縁
組
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た
末
期
養
子
の
願
書

に
不
審
な
点
が
無
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
手
続
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
吉
の
判
元
見

届
の
様
子
を
見
る
限
り
、
こ
の
こ
ろ
に
は
手
続
き
の
内
容
そ
の
も
の
が
形
骸
化
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。 と

こ
ろ
で
、
文
中
に
見
え
る
「
孫
娘
」
と
い
う
の
が
、
後
に
小
吉
の
妻
と
な
る
信
で
あ
る
。
両
親
の
死

で
身
寄
り
を
失
っ
た
信
と
そ
の
祖
母
は
、
深
川
の
男
谷
家
に
引
き
取
ら
れ
た
と
い
う
。 

そ
の
後
、
男
谷
家
は
洪
水
を
避
け
て
本
所
（
亀
沢
町
）
に
引
っ
越
す
こ
と
と
な
り
、
深
川
を
離
れ
た
。

本
所
の
新
宅
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
一
家
は
駿
河
台
を
仮
住
ま
い
と
し
て
い
る
。
小
吉
に
よ
る
と
、
こ

の
仮
住
ま
い
に
住
ん
で
い
た
時
、
男
谷
家
の
一
家
で
「
百
物
語
」（
参
加
者
が
怪
談
を
順
に
語
っ
て
い
く
座

談
会
）
に
興
じ
た
記
憶
を
回
想
し
て
い
る
。
当
時
、
小
吉
は
８
歳
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
が
、『
夢
酔
独
言
』
に
見
る
「
勝
小
吉
」
誕
生
譚
だ
が
、
今
回
、
こ
の
こ
と
に
対
応
す
る
当
時
の
資

料
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
早
速
紹
介
し
よ
う
。 

       

か
め
ま
つ 

ま
つ
ご
よ
う
し 

こ
ぶ
し
ん
ぐ
み 

い
し
か
わ
う
こ
ん
し
ょ
う
げ
ん 

お
び
だ
い
し
ち
ろ
う 

は
ん
も
と
み
と
ど
け 

の
ぶ 

か
め
ざ
わ
ち
ょ
う 

す
る
が
だ
い ひ

ゃ
く
も
の
が
た
り 
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〔
資
料
１
〕
文
化
６
年
１
２
月
付
〈
石
川
右
近
将
監
・
小
尾
大
七
郎
宛
〉
勝
小
吉
明
細
書
（
下
書
） 

① 
 

 

「
本
紙
」（
朱
字
）

美
濃
紙
巻
紙 

明
細
書 

実
父
男
谷
平
蔵 

養
父
勝
甚
三
郎
死

、
養
子 

養
子
惣
領 

 

高
四
拾
壱
俵
壱
斗
弐
合
六
夕
九
才 

本
國
三
河 

 

勝 

小
吉 

 
 

 
 

 

生
國
武
蔵 

 

巳
十
七
歳 

内 

弐
拾
弐
俵
弐
斗
五
升
六
合
六
夕
九
才 

地
方 

 

酉
廿
壱
歳 

 
 

 
 

拾
八
俵
壱
斗
九
升
六
合 

 
 

御
蔵
米 

 
 

「
外
」（
貼
紙
抹
消
） 

弐
人
扶
持 

 
 

 
 

拝
領
町
屋
敷
四
ッ
谷
御
箪
笥
町
、「
。」
当
分
普
請
之
内
本
所
南 

 
 

 
 

割
下
水
津
軽
越
中
守
東
門
前
横
町
小
普
請
組
小
濱
長
五
郎 

 
 

 
 

支
配
酒
井
万
吉
拝
領
屋
敷
借
地
住
宅
仕
候
、 

 
 

当
御
代
、
私
「
儀
」（
貼
紙
抹
消
）

養
父
勝
甚
三
郎
、
小
普
請
組
石
川
右
近
将
監
支
配
之
節
、 

病
気
差
重
り
候
処
、
男
子
無
御
座
候
ニ
付
、
続
者
無
御
座
候
得
共
、
急 

聟
養
子
仕
度
段
、
文
化
六
己
巳
年
十
一
月
廿 

日
甚
三
郎 

願
置
、
同
年
十
二
月
二
日
病
死
仕
候
、
同
年
十
二
月
廿
日
養
父
願
之
通
、
跡
式
無
相
違
被
下
置
候
旨
、
於

菊
之
間
御
老
中
御
列
座 

被
仰
渡
、
小
普
請
組
石
川
右
近
将
監
支
配
ニ
罷
成
候
、 
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② 
 

 

奉
願
置
、
同
年
十
二
月
二
日
病
死
仕
候
、
同
年
十
二
月
廿
日
養
父 

願
之
通
、
跡
式
無
相
違
被
下
置
候
旨
、
於
菊
之
間
御
老
中 

御
列
座 

 
 

 
 
 

被
仰
渡
、
小
普
請
組
石
川
右
近
将
監 

支
配
ニ
罷
成
候
、 

 

一
、
養
祖
父 

 
 

 

勝
安
五
郎
死 

 
 
 

浚
明
院
様
御
代
「
私
養
祖
父
」（
付
箋
）

安
五
郎
儀
、
父
勝
市
郎
右
衛
門
御
材
木
石
奉
行
相
勤
候
節
、 

 
 

寶
暦
十
二
壬
午
年
十
二
月
七
日 

 
 
 

御
目
見
被 

仰
付
、
安
永
五
丙
申
年
十
二
月
十
九
日
従
部
屋
住
大
御
番
江 

 
 

御
番
入
被 

仰
付
、
御
切
米
父
本
高
之
通
被
下
置
、
勤
候
内
弐
百
俵 

 
 

高
ニ
被
成
下
候
旨
、
於
菊
之
間
御
老
中
御
列
座
田
沼
主
殿
頭
殿 

 
 

被
仰
渡
、
本
庄
伊
勢
守
組
ニ
罷
成
、
同
人
組
之
節
、
安
五
郎 

 
 

養
父
勝
市
郎
右
衛
門
御
廣
敷
番
之
頭
相
勤
候
節
、
病
気 

 
 

差
重
り
候
ニ
付
、
跡
目
之
儀
奉
願
置
、
安
永
六
丁
酉
年
八
月 

 
 

廿
三
日
病
死
仕
候
処
、
奉
願
置
候
通
「
跡
式
無
相
違
」（
貼
紙
抹
消
）

私
養
祖
父 

 
 

勝
安
五
郎
江
「
跡
式
無
相
違
被
下
置
候
旨
」（
付
箋
）

御
老
中
御
列
座 

 
 

板
倉
佐
渡
守
殿
被
仰
渡
、
本
庄
伊
勢
守
組
之
節
、
天
明 

 
 

三
癸
卯
年
七
月
十
六
日
病
死
仕
候
、 
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③ 
 

 

一
、
養
父 

 
 

 

勝
甚
三
郎
死 

 
 
 

浚
明
院
様
御
代
、
私
養
祖
父
勝
安
五
郎
病
気
差
重
り
候
ニ
付
、 

 
 

跡
目
之
儀
奉
願
置
、「
天
明
三
癸
卯
年
」（
貼
紙
抹
消
）

七
月
十
六
日
病
死
、 

 
 

仕
候
処
奉
願
置
候
通
、
跡
式
無
相
違
「
私
」（
朱
字
）

勝
甚
三
郎
江 

 
 

被
下
置
候
旨
「
同
年
十
月
四
日
」（
貼
紙
抹
消
）

於
菊
之
間
御
老
中
御
列
座 

 
 

田
沼
主
殿
頭
殿
被
仰
渡
小
普
請
組
水
野
大
膳
支
配
ニ
罷
成 

 
 

其
後
段
々
支
配
代
り
、
浅
野
隼
人
支
配
之
節
、
寛
政
四 

 
 

壬
子
年
九
月
廿
五
日
一
統 

 
 
 

御
目
見
被 

仰
付
其
後
、
山
口
勘
兵
衛
支
配
ニ
罷
成
、
同
六
甲
寅
年 

 
 

十
月
廿
五
日
吹
上
於
御
庭
大
的
、 

 
 

 

上
覧
被 

仰
付
時
服
一
重
拝
領
仕
候
内
、
同
八
丙
辰
年
八
月
九
日 

 
 

世
話
取
扱
助
可
相
勤
旨
、
勤
候
内
小
普
御
役
金 

 
 

御
免
被
成
下
候
段
、
於
山
口
勘
兵
衛
宅
同
人
申
渡
之
、
同 

 
 

九
丁
巳
年
十
二
月
廿
八
日
持
格
支
配
勘
定
出
役
可
相
勤
旨
、 

 
 

於
躑
躅
之
間
御
老
中
御
列
座
太
田
備
中
守
殿 

 
 

被
仰
渡
勤
候
内
、
為
御
手
当
五
人
扶
持
被
下
置
候
旨
御
同
人 

 
 

被
仰
渡
、
同
十
二
庚
申
年
四
月
八
日
御
勘
定
所
諸
書
物 

 
 

取
調
御
用
可
相
勤
旨
、
安
藤
對
馬
守
殿
被
仰
渡
候
趣
、 
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④ 
 

 

 
 

於
御
勘
定
所
柳
生
主
膳
正
申
渡
之
御
用
中
為
御
手
当 

 
 

壱
ヶ
月
銀
一
枚
宛
被
下
置
候
、
同
年
九
月
廿
三
日
御
用 

 
 

反
古
漉
返
方
御
用
見
廻
り
可
相
勤
旨
、
松
平
伊
豆
守
殿
江 

 
 

伺
之
上
、
於
御
勘
定
所
中
川
飛
騨
守
申
渡
之
候
、
同
年 

 
 

十
月
八
日
本
多
兵
庫
支
配
ニ
罷
成
、
同
年
十
二
月
廿
四
日 

 
 

御
勘
定
所
諸
書
物
取
調
御
用
骨
折
相
勤
候
ニ
付
、 

 
 

為
御
褒
美
銀
五
枚
被
下
置
候
旨
、
於
御
右
筆
部
屋 

 
 

椽
頬
松
平
伊
豆
守
殿
被
仰
渡
候
、
享
和
元
辛
酉
年 

 
 

五
月
十
五
日
御
用
反
古
漉
返
御
用
取
扱
骨
折
相
勤 

 
 

候
ニ
付
、
為
御
手
当
壱
ヶ
年
金
拾
八
両
宛
被
下
置
候
旨
、 

 
 

松
平
伊
豆
守
殿
江
伺
之
上
、
於
御
勘
定
所
柳
生 

 
 

主
膳
正
申
渡
候
、
本
多
兵
庫
支
配
之
節
、
同
年
九
月 

 
 

十
六
日
持
格
支
配
勘
定
被 

仰
付
、
並
之
通
御
足
高 

 
 

被
下
置
候
旨
、
於
躑
躅
之
間
五
老
中
御
列
座
戸
田 

 
 

采
女
正
殿
被
仰
渡
候
、
文
化
六
己
巳
年
六
月
三
日
病
気
ニ
付 

 
 

小
普
請
入
奉
願
候
処
、
同
月
廿
九
日
願
之
通
被 

 
 

仰
付
候
旨
、
松
平
伊
豆
守
殿
被
仰
渡
候
段
、
於
御
勘
定
所 
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⑤ 
 

 

 

右
は
、
文
化
６
（
１
８
０
９
）
年
１
２
月
、
小
吉
が
勝
家
と
の
養
子
縁
組
に
際
し
、
幕
府
に
提
出
し
た

履
歴
書
の
下
書
き
で
あ
る
。
提
出
先
は
、『
夢
酔
独
言
』
に
も
登
場
し
て
い
た
「
石
川
右
近
将
監
殿
」
と

「
小
尾
大
七
郎
殿
」
で
あ
る
（〔
参
考
〕・〔
資
料
１
〕
⑤
参
照
）。 

①
か
ら
順
に
見
て
い
こ
う
。
初
め
に
、
小
吉
の
年
齢
表
記
に
つ
い
て
。
当
時
小
吉
の
実
年
齢
は
８
歳
で

 
 

小
笠
原
伊
勢
守
申
渡
之
、
小
普
請
組
石
川
右
近
将
監 

 
 

支
配
ニ
罷
成
、
同
年
十
二
月
二
日
病
死
仕
候
、 

 

一
、
實
父 

御
勘
定
組
頭
相
勤
罷
在
候 

 
 

男
谷
平
蔵 

 

一
、
祖
父
、
父
、
私
迄
、
遠
慮
逼
塞
閉
門
差
扣
御
咎
之
儀 

 

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

印
判 

文
化
六
己
巳
年
十
二
「
七
」（
抹
消
）

月 
 

勝
小
吉 

在
判 

  
 

石
川
右
近
将
監
殿 

 
 

 

「
小
尾
大
七
郎
殿 

 

当
所
壱
通
」（
付
箋
） 
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あ
っ
た
が
、「
巳
（
文
化
６
年
）
十
七
歳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
夢
酔
独
言
』
で
は
７
歳
（
文
化
５
年
）

に
勝
家
の
養
子
と
な
っ
た
と
あ
り
、
こ
こ
に
小
吉
の
ほ
ん
の
記
憶
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
石
川
・
小
尾
に

よ
る
判
元
見
届
の
時
に
１
７
歳
を
称
し
た
と
の
記
述
（〔
参
考
〕）
と
は
合
致
し
て
い
る
。 

因
み
に
、
こ
の
資
料
は
小
吉
の
自
筆
で
は
あ
り
得
な
い
。
『
夢
酔
独
言
』
の
中
で
小
吉
は
、
１
６
歳
の
時

（
文
化
１
４
・
１
８
１
７
年
）
に
経
験
し
た
逢
対
（
就
職
活
動
）
を
振
り
返
り
、 

と
吐
露
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
８
歳
の
小
吉
が
長
文
を
書
け
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。 

さ
て
、
冒
頭
の
記
載
か
ら
、
当
時
の
旗
本
勝
家
の
詳
細
な
状
況
が
分
か
る
。
小
吉
の
養
父
は
勝
甚
三
郎

（
元
良
）
と
い
い
、
こ
の
書
類
が
提
出
さ
れ
た
時
点
で
死
去
し
て
い
た
。『
夢
酔
独
言
』
に
は
、
勝
家
の
養

子
と
な
っ
た
小
吉
の
後
見
人
と
し
て
「
養
父
（
甚
三
郎
）
の
兄
き
」
で
あ
る
青
木
甚
平(

２)

が
見
え
る
。
も

し
か
し
た
ら
、
こ
の
書
類
の
作
成
に
も
こ
の
青
木
辺
り
が
関
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

記
載
か
ら
分
か
る
通
り
、
旗
本
勝
家
は
江
戸
後
期
に
は
既
に
４
１
俵
余
の
小
禄
と
二
人
扶
持
、
四
ッ
谷

御
箪
笥
町
の
町
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
た
。
ま
た
、
①
傍
線
部
か
ら
は
、
本
所
南
割
下
水
の
貸
家
（
酒
井 

万
吉
の
拝
領
屋
敷
）
に
住
ん
で
い
た
ら
し
い
こ
と
も
分
か
る(

３)

。
つ
ま
り
、
勝
家
と
本
所
と
の
接
点
は
、

男
谷
家
の
本
所
移
住
前
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。 

と
こ
ろ
で
、
勝
家
が
江
戸
在
府
で
あ
り
な
が
ら
「
本
國
三
河
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
旗
本
勝
家
の

発
祥
の
地
（
本
貫
地
）
が
三
河
国
（
現
・
愛
知
県
）
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
勝
家
の
由
緒
で
は
、
天

正
１
８
（
１
５
９
０
）
年
に
家
祖
で
あ
る
時
直
が
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
に
従
い
、
三
河
国
か
ら
武
蔵
国

に
移
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

２ 

小
吉
の
養
父
甚
三
郎
の
死
期
は
？ 

続
い
て
、
甚
三
郎
の
死
と
小
吉
の
養
子
縁
組
に
関
す
る
経
緯
や
、「
浚
明
院
殿
」
こ
と
第
１
０
代
将
軍 

徳
川
家
治
期
以
降
の
、
勝
安
五
郎
（
曹
淓
、
小
吉
の
養
祖
父
、
甚
三
郎
の
養
父
）
と
甚
三
郎
の
２
代
に
わ

頭
の
宅
で
張
面
（
＝
帳
面
）
が
出
て
い
る
に
銘
々
名
を
書
く
の
だ
が
、
お
れ
は
手
前
の
名
が
か
け

な
く
っ
て
こ
ま
っ
た
、
人
に
頼
ん
で
書
て
貰
た
、 

あ
い
た
い 

か
つ
じ
ん
ざ
ぶ
ろ
う 

も
と
よ
し 

あ
お
き
じ
ん
ぺ
い 

お
た
ん
す
ま
ち 

み
な
み
わ
り
げ
す
い 

と
き
な
お 

み
か
わ
の
く
に 

ほ
ん
が
ん
ち 

む
さ
し
の
く
に 

し
ゅ
ん
め
い
い
ん
ど
の 

と
く
が
わ
い
え
は
る 

か
つ
や
す
ご
ろ
う 

 

と
も
み
ち 
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た
る
職
務
経
歴
、
小
吉
の
実
父
で
勘
定
組
頭
を
勤
め
た
男
谷
平
蔵
（
小
普
請
組
朝
比
奈
河
内
守
支
配
）
の

略
歴 

(

４)
が
続
く
。
こ
の
一
連
の
記
述
か
ら
、
小
吉
が
勝
家
の
末
期
養
子
と
な
る
原
因
と
な
っ
た
、
甚
三

郎
の
死
に
ま
つ
わ
る
経
緯
が
判
明
す
る
。
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
当
御
代
」、
つ
ま
り
第
１
１
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
時
代
に
入
り
、
小
普
請
組
で
石
川
右
近
将
監
の
下
に

属
し
て
い
た
甚
三
郎
は
病
に
侵
さ
れ
た
。
〔
資
料
１
〕
④
か
ら
補
足
す
る
と
、
甚
三
郎
は
享
和
元
（
１
８
０

１
）
年
９
月
１
６
日
以
来
、
８
年
間
に
わ
た
り
支
配
勘
定
（
勘
定
所
の
役
人
、
勘
定
奉
行
を
頂
点
と
し
て

勘
定
組
頭
、
勘
定
に
次
ぐ
役
職
）
で
あ
っ
た
が
、
文
化
６
年
６
月
３
日
に
発
病
し
、
支
配
勘
定
の
退
職
を

幕
府
に
申
請
し
た
と
い
う
（
同
月
２
９
日
認
可
）
。
後
継
ぎ
と
な
る
男
児
が
い
な
か
っ
た
甚
三
郎
は
、
約
５

ヶ
月
後
の
１
１
月
２
０
日
付
で
養
子
縁
組
の
許
可
を
幕
府
に
申
請
す
る
が
、
翌
１
２
月
２
日
に
死
去
。
小

吉
と
勝
家
と
の
縁
組
が
認
め
ら
れ
た
の
は
１
２
月
２
０
日
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

こ
れ
は
『
夢
酔
独
言
』
に
は
無
か
っ
た
新
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、『
夢
酔
独
言
』
の
記
述
に
照
ら
す

と
、
あ
る
疑
問
点
が
生
じ
る
。 

そ
れ
は
、
〝
信
と
養
祖
母
が
勝
家
か
ら
深
川
の
男
谷
家
に
引
き
取
ら
れ
た
時
期
に
つ
い
て
〟
で
あ
る
。

『
夢
酔
独
言
』
で
小
吉
は
、
男
谷
家
が
二
人
を
引
き
取
っ
た
時
に
は
「
両
親
（
甚
三
郎
夫
妻
）
は
死
ん
だ

の
ち
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。〔
資
料
１
〕
に
照
ら
す
と
、
文
化
６
年
１
２
月
２
日
以
降
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
引
っ
掛
か
る
の
が
、
同
じ
く
『
夢
酔
独
言
』
に
見
え
る
「
百
も
の
が
た
り
」

に
関
す
る
小
吉
の
証
言
で
あ
る
（〔
参
考
〕
後
半
部
分
）。
小
吉
が
８
歳
の
時
（
つ
ま
り
文
化
６
年
）、
駿
河

台
の
若
林
屋
敷
を
仮
住
ま
い
と
し
て
い
た
男
谷
家
一
家
は
、
そ
ろ
っ
て
百
物
語
を
し
た
。
通
常
、
百
物
語

は
夏
に
納
涼
の
た
め
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
百
物
語
が
行
わ
れ
た
の
は
文
化
６
年
夏
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る
と
、
少
な
く
と
も
文
化
６
年
１
２
月
時
点
で
男
谷
家
は
深
川
を
去
っ
た
後
で
あ
り
、
信
と
養
祖

母
が
深
川
に
引
取
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
の
で
あ
る
。 

 

『
夢
酔
独
言
』
で
小
吉
が
養
子
縁
組
の
時
期
を
誤
認
し
て
い
た
こ
と
（
前
述
）
か
ら
、
『
夢
酔
独
言
』
の

記
述
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
出
来
事
や
人
間
関
係
に
関
す
る
小
吉

の
記
憶
と
情
景
描
写
は
極
め
て
具
体
的
か
つ
緻
密
で
あ
る
。
時
期
は
と
も
か
く
と
し
て
、
状
況
描
写
に
は

あ
る
程
度
信
を
置
い
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

そ
う
な
る
と
、
疑
わ
し
い
の
は
む
し
ろ
〔
資
料
１
〕
に
お
け
る
甚
三
郎
の
死
期
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

か
ん
じ
ょ
う
く
み
が
し
ら 

あ
さ
ひ
な 

か
わ
ち
の
か
み 

し
は
い
か
ん
じ
ょ
う 
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甚
三
郎
が
発
病
・
退
職
し
た
６
月
か
ら
、
小
吉
と
の
養
子
縁
組
の
申
請
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
、
５
ヶ
月
間

も
の
時
間
の
開
き
は
何
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
か
。
甚
三
郎
に
は
元
来
嫡
子
が
不
在
だ
っ
た
は
ず
な
の
で
、

本
来
、
発
病
・
退
職
後
早
々
に
養
子
を
迎
え
る
動
き
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。 

 

そ
う
し
て
〔
資
料
１
〕
を
眺
め
る
と
、
年
紀
の
部
分
（〔
資
料
１
〕
⑤
）
に
目
が
留
ま
る
。「
文
化
六
己

巳
年
」
の
直
下
の
「
七
月
」
部
分
が
、「
十
二
月
」
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。 

 

元
々
、
は
っ
き
り
「
七
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
誤
字
の
訂
正
に
は
見
え
な
い
。 

こ
の
こ
と
は
、
甚
三
郎
と
小
吉
の
養
子
縁
組
の
話
が
、
実
際
は
７
月
の
時
点
で
出
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
幕
府
へ
の
申
請
が
年
末
に
延
期
さ
れ
た
の
は
、
甚
三

郎
の
身
辺
に
つ
い
て
何
ら
か
の
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

具
体
的
な
資
料
を
欠
く
の
で
、
飽
く
ま
で
臆
測
の
域
に
留
ま
る
が
、
例
え
ば
、
甚
三
郎
が
実
は
７
月
頃

に
急
死
し
て
い
た
と
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
。
当
主
の
生
前
に
後
継
ぎ
を
定
め
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
江

戸
時
代
の
武
家
に
お
い
て
、
当
主
が
後
継
ぎ
不
在
の
ま
ま
急
死
し
た
場
合
に
そ
の
死
が
隠
匿
さ
れ
、
急
ぎ

養
子
を
立
て
て
家
名
断
絶
の
回
避
を
図
っ
た
事
例
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
勝
家
の
場
合
も
そ
の
例
外
で
は

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
甚
三
郎
の
死
後
、
遺
族
で
あ
る
信
と
養
祖
母
は
そ
の
後
男
谷
家
に
引
き
取
ら

れ
る
わ
け
だ
が
、
仮
に
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
を
文
化
６
年
７
月
頃
の
こ
と
と
仮
定
す
る
と
、
文
化
６
年
夏

中
の
出
来
事
と
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
た
男
谷
家
の
深
川
退
去
、
そ
し
て
駿
河
台
で
の
百
物
語
の
話
を
、

そ
の
直
後
の
出
来
事
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
時
系
列
的
に
可
能
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、〔
資
料
１
〕
に
記
さ
れ
た
甚
三
郎
の
死
期
と
養
子
縁
組
の
経
緯
は
、
飽
く
ま
で
幕
府

に
対
す
る
表
向
き
の
も
の
で
、
実
際
は
、
文
化
６
年
夏
中
に
甚
三
郎
の
死
と
小
吉
を
末
期
養
子
と
す
る
た

め
の
水
面
下
の
動
き
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

３ 

小
吉
「
十
七
歳
」
の
意
味 

 

最
後
に
、
８
歳
の
小
吉
が
１
７
歳
を
称
し
た
背
景
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
れ
は
、
小
吉
が
好
ん
で

年
齢
を
詐
称
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
旗
本
に
お
い
て
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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こ
の
こ
と
が
分
か
る
別
の
資
料
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

〔
資
料
２
〕
文
政
８
（
１
８
２
５
）
年
２
月
某
覚
書  

  

右
の
資
料
は
、
文
政
８
（
１
８
２
５
）
年
２
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
を
進
め
た
結
果
、 

謹
慎
中
だ
っ
た
小
吉
（
当
時
２
４
歳
）
の
身
の
処
し
方
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
差

出
人
に
つ
い
て
は
記
名
が
な
く
不
明
だ
が
、
小
吉
の
実
家
で
あ
る
男
谷
家
の
者
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性

小
吉
謹
之
後
、
三
ヶ
年
ニ
も
相
成
候
ニ
付 

差
免
し
、
隠
居
願
可
差
出
哉
と
支
配 

中
へ
も
追
々
問
合
候
處
、
当
人
死
去
抔
ニ
て 

家
督
願
候
類
ハ
縦
令
児
童
ニ
而 

も
相
済
候
へ
と
も
、
左
も
無
之
ハ
其
児 

七
歳
を
越
し
、
八
才
ニ
も
相
成
、
表
向 

十
七
歳
之
申
立
ニ
て
上
下
着
用
、
支
配
へ 

罷
越
候
ハ
ね
は
難
儀
趣
ニ
有
之
、
左
候
ハ
ゝ 

い
ま
た
年
数
も
餘
程
有
之
事
ニ
付
、 

謹
差
免
し
候
て
も
、
小
供
之
八
才
ニ
も
至
り 

候
迄
深
々
謹
居
候
か
、
又
は
当
人 

抜
ん
出
て
勤
候
歟
ニ
無
之
候
て
は 

難
相
成
候
、
然
所
両
度
迄
御
慎
を 

破
り
候
ハ
又
之
儀(
ｶ)

、
此
上
と
も
安
心
不
致 

事
ニ
候
間
、
当
人
差
免
候
ニ
ハ
勝
家
之 

親
類
中
ニ
而
請
合
咤
致
し
、
此
後 

心
得
違
之
儀
有
之
候
て
も
、
此
方
之
無 

念
等
無
之
様
取
計
候
ハ
ね
は
ゆ
る
し 

難
く
候
、
尤
親
類
中
受
合
ニ
て
も 

此
方
同
居
ハ
難
為
致
候
、
其
限
ハ
同
居 

に
て
不
埒
之
筋
等
有
之
候
而
者
、
此
方 

之
申
訳
難
立
候
間
、
外
へ
為
移
候
事
ニ 

相
成
候
、
右
之
趣
を
以
、
已
来
之
所
得
を 

相
考
、
心
底
之
定
り
候
所
、
信
太
郎
ゟ 

誰
ニ
て
も
し
か
と
致
候
も
の
へ
書
面
認 

申
出
候
方
と
存
候
、
為
覚
荒
増
書
取 

進
候
、 

 
 

酉
二
月 
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が
あ
る
（
詳
し
く
は
次
回
に
述
べ
る
）。 

小
吉
は
１
４
歳
の
時
（
文
化
１
２
・
１
８
１
５
年
）
と
、
２
１
歳
の
時
（
文
政
５
・
１
８
２
２
年
）
の

２
度
、
本
所
亀
沢
町
の
男
谷
家
を
抜
け
出
し
、
家
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
１
回
目
は
、
養
祖
母
の
小
言

を
浴
び
な
が
ら
悶
々
と
過
ご
す
う
ち
、
上
方
に
行
っ
て
自
由
気
ま
ま
に
暮
ら
す
こ
と
を
思
い
立
ち
、
文
化

１
２
年
５
月
２
４
日
に
江
戸
を
飛
び
出
し
て
い
る
。
以
後
約
４
ヶ
月
に
わ
た
り
東
海
道
（
駿
河
―
伊
勢

間
）
を
放
浪
す
る
が
、『
夢
酔
独
言
』
を
読
む
と
半
ば
冒
険
譚
で
あ
る
。
閏
８
月
、
本
所
亀
沢
町
の
男
谷
邸

に
帰
宅
。
一
家
は
騒
然
と
し
、
実
父
の
男
谷
平
蔵
は
恐
々
と
し
て
小
普
請
支
配
の
石
川
右
近
将
監
に
報
告

す
る
が
、
こ
の
時
は
石
川
の
温
情
で
処
罰
は
免
れ
た
（
結
局
、
放
浪
中
に
患
っ
た
睾
丸
の
腫
れ
の
た
め
、

２
年
間
は
療
養
も
兼
ね
て
身
を
慎
む
こ
と
に
な
っ
た
）。
２
回
目
は
、
文
政
５
年
５
月
２
８
日
に
、
借
金
苦

の
末
に
江
戸
を
出
奔
。
小
吉
は
、
以
前
に
剣
術
修
行
の
世
話
を
し
た
中
村
帯
刀
の
実
家
で
あ
り
、
遠
州 

雨
宮
神
社
の
神
主
で
あ
っ
た
中
村
斎
宮
の
家
を
訪
問
し
、
逗
留
す
る
。
し
ば
ら
く
遊
び
暮
ら
し
て
い
た

が
、
同
年
７
月
初
め
、
中
村
家
の
座
敷
を
掃
除
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
甥
・
新
太
郎
（
後
の
精
一
郎
信
友
）

が
迎
え
に
来
て
、
江
戸
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
結
局
、
小
吉
の
長
兄
・
男
谷
彦
四
郎
（
思
孝
、
新
太
郎
の
養

父
）
の
家
に
設
え
ら
れ
た
座
敷
牢
に
入
れ
ら
れ
、
約
３
年
間
の
謹
慎
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

〔
資
料
２
〕
は
こ
の
謹
慎
明
け
の
時
の
も
の
だ
が
、
冒
頭
部
分
（
傍
線
部
）
に
興
味
深
い
記
述
が
見
て

取
れ
る
。
要
約
す
る
と
、 

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
当
人
」
と
は
小
吉
、「
児
童
」
と
は
小
吉
が
謹
慎
生
活
を
始
め
て

数
ヶ
月
後
に
生
ま
れ
た
長
男
・
麟
太
郎
（
当
時
３
歳
の
海
舟
）
を
指
す
。
つ
ま
り
、
小
吉
が
３
歳
の
麟
太

郎
に
家
督
を
継
が
せ
て
隠
居
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
〝
麟
太
郎
が
８
歳
に
な
る
ま
で
謹
慎
を

小
吉
の
謹
慎
を
解
く
に
当
た
り
、「
小
吉
の
隠
居
願
を
提
出
す
べ
き
か
（
＝
小
吉
を
隠
居
さ
せ
る
べ
き

か
）」
に
つ
い
て
小
普
請
支
配
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
当
人
の
死
去
な
ど
の
事
情
で
家
督
相
続

を
願
う
場
合
は
、
児
童
を
後
継
ぎ
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
（
＝
当
人
が

生
き
て
い
る
場
合
）
は
、
児
童
が
７
歳
を
過
ぎ
て
８
歳
に
な
っ
た
ら
、
１
７
歳
と
い
う
こ
と
に
し
て

裃
を
着
せ
、
小
普
請
支
配
の
も
と
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
、
難
し
か
ろ
う
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。 

な
か
む
ら
た
て
わ
き 

い
つ
き 

あ
め
の
み
や 

し
ん
た
ろ
う 

 
 

 
 

 

せ
い
い
ち
ろ
う
の
ぶ
と
も 

ひ
こ
し
ろ
う 

 

ひ
ろ
た
か 

か
み
し
も 
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続
け
る
か
、
心
を
入
れ
替
え
て
御
勤
め
に
励
む
か
〟
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
当
時
の
旗
本
の
家
督
相
続
の
あ
り
方
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
〔
資
料
１
〕
や
『
夢

酔
独
言
』
に
お
い
て
８
歳
の
小
吉
が
１
７
歳
を
称
し
て
い
る
こ
と
は
何
ら
お
か
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
当

時
の
慣
例
に
お
い
て
至
極
真
っ
当
な
手
続
き
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

な
お
、「
１
７
歳
」
と
い
う
年
齢
設
定
は
、
末
期
養
子
を
立
て
る
際
の
「
養
父
が
１
７
歳
以
上
５
０
歳
未

満
で
あ
る
場
合
に
の
み
末
期
養
子
を
認
め
る
」
と
い
う
慣
習
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
末
期
養
子

制
度
の
成
り
立
ち
と
深
く
関
係
す
る
。
そ
も
そ
も
、
幕
府
は
江
戸
時
代
前
期
ま
で
末
期
養
子
を
認
め
て
い

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
幕
府
が
後
継
ぎ
不
在
の
大
名
・
旗
本
を
改
易
（
取
り
つ
ぶ
し
）
す
る
こ
と
で
、
そ

の
勢
力
削
減
と
統
制
を
図
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
仕
え
る
家
を
失
っ
た
牢
人
（
浪

人
）
が
大
量
に
発
生
し
、
慶
安
４
（
１
６
５
１
）
年
に
は
由
比
正
雪
・
丸
橋
忠
弥
ら
牢
人
に
よ
る
陰
謀
事

件
（
慶
安
事
件
）
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
危
機
感
を
抱
い
た
幕
府
（
第
４
第
将
軍
・
徳
川
家
綱
）
は
つ

い
に
末
期
養
子
の
禁
を
緩
和
し
、
こ
れ
以
降
、
次
第
に
右
の
慣
習
が
確
立
さ
れ
原
則
化
し
て
い
っ
た
。 

し
か
し
、
中
に
は
、
若
く
し
て
末
期
養
子
と
な
り
当
主
に
迎
え
ら
れ
た
者
が
間
も
な
く
死
去
し
、
ま
た

新
た
に
末
期
養
子
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
例
も
多
々
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
右
の
原
則
に

よ
り
、
早
逝
し
た
当
主
は
１
７
歳
以
上
で
な
け
れ
ば
末
期
養
子
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ず
、
家
名
存
続
に

困
難
を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
、
新
当
主
と
な
る
末
期
養
子
は
最
低
１
７

歳
と
い
う
体
裁
を
と
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

石
川
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
当
然
理
解
し
て
お
り
、
小
吉
の
実
年
齢
が
８
歳
で
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
再
度
『
夢
酔
独
言
』
に
お
け
る
小
吉
と
石
川
・
小
尾
の
や
り

と
り
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
石
川
が
「
十
七
に
は
ふ
け
た
」
と
言
っ
て
笑
っ
た
真
意
が
分
か
る
。
つ
ま

り
、
「
年
は
当
十
七
歳
」
と
言
っ
た
８
歳
の
小
吉
に
対
し
、
石
川
は
「
８
歳
ど
こ
ろ
か
、
１
７
歳
よ
り
も
歳

上
に
見
え
る
ぞ
」
と
い
う
意
味
で
笑
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
小
吉
は
、
８
歳
に
し

て
そ
れ
だ
け
大
人
び
た
風
貌
の
少
年
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  

か
い
え
き 

ゆ
い
し
ょ
う
せ
つ 

ま
る
ば
し
ち
ゅ
う
や 

け
い
あ
ん
じ
け
ん 

い
え
つ
な 
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４ 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、「
小
吉
」
展
で
初
公
開
し
た
資
料
を
用
い
、
勝
小
吉
の
少
年
時
代
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
み

た
。
今
回
紹
介
し
た
資
料
、
そ
し
て
今
後
紹
介
す
る
資
料
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
意
義
が
あ
る
と
思
う
。

一
つ
は
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
小
吉
像
を
大
幅
に
補
い
、
そ
の
生
涯
を
よ
り
鮮
明
に
捉
え
る
新
た
な
手
が

か
り
と
し
て
の
意
義
で
あ
る
。 

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、『
夢
酔
独
言
』
に
お
け
る
小
吉
の
記
憶
の
精
緻
さ
と
、
そ
の
歴
史
資
料
と
し
て
の

価
値
の
高
さ
を
改
め
て
気
付
か
せ
て
く
れ
る
、
傍
証
と
し
て
の
意
義
で
あ
る
。『
夢
酔
独
言
』
に
は
、
確
か

に
小
吉
の
記
憶
違
い
は
含
ま
れ
て
い
る
し
、
記
事
内
容
の
時
系
列
や
出
来
事
の
詳
細
に
つ
い
て
曖
昧
な
部

分
も
残
る
。
回
想
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
ら
は
や
む
を
得
ま
い
。
そ
れ
で
も
、
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
資
料
と
の
リ
ン
ク
も
ま
た
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
４
２
歳
の

小
吉
が
そ
れ
だ
け
自
分
の
過
去
と
よ
く
向
き
合
い
、
各
出
来
事
に
つ
い
て
考
え
続
け
て
い
た
こ
と
の
証
左

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
故
に
『
夢
酔
独
言
』
は
、
今
後
も
小
吉
の
生
涯
や
当
時
の
社
会
を
伝
え
る
最
も
重

要
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。 

次
回
は
、（
今
回
少
し
触
れ
た
）
２
１
歳
の
小
吉
の
家
出
事
件
と
、
そ
の
後
の
就
職
活
動
に
励
ん
だ
小
吉

の
姿
に
つ
い
て
、
自
筆
文
書
と
『
夢
酔
独
言
』
か
ら
紐
解
い
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
擱
筆
） 
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１ 
海
舟
は
平
蔵
を
検
校
の
「
九
男
」
と
把
握
し
て
い
る
。 

２ 

左
の
勝
甚
三
郎
筆
『
系
譜
』（
寛
政
１
１
年
１
１
月
、
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
実
は
甚
三
郎
自
身
も
大
御

番
を
務
め
た
旗
本
・
青
木
左
京
（
長
国
）
の
三
男
で
、
実
母
が
勝
市
郎
右
衛
門
（
命
雅
、
ノ
ブ
マ
サ
）

の
息
女
だ
っ
た
縁
に
よ
り
、
勝
安
五
郎
（
曹
淓
、
ト
モ
ミ
チ
）
の
息
女
と
結
婚
し
て
末
期
養
子
と
な
っ

た
経
歴
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。 

 

な
お
、
こ
こ
に
は
元
良
の
「
養
母
」
と
し
て
加
治
喜
太
郎
忠
倫
の
息
女
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
右
脇
に

「
小
普
請
組
阿
部
大
学
支
配
之
節
病
死
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
寛
永
１
１
年
１
１
月
時
点
で
既
に

死
亡
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、『
夢
酔
独
言
』
に
登
場
す
る
小
吉
・
信
夫
妻
の
養
祖
母
は
、
天

保
１
０
（
１
８
３
９
）
年
１
２
月
１
２
日
に
死
去
し
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
女
性
と
は
別

人
と
考
え
ら
れ
る
。『
夢
酔
独
言
』
に
見
え
る
養
祖
母
は
、
安
五
郎
（
曹
淓
）
の
後
妻
、
ま
た
は
側
室
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

３ 

〔
資
料
１
〕
①
傍
線
部
の
冒
頭
に
「
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
剥
離
し
て
こ
の
ペ
ー
ジ
に
挟
ま
っ
て
い

た
付
箋
（
右
）
の
、
元
の
貼
付
位
置
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
に
は
、「
当
分
、
当
時
本
所
亀
沢
町
横
丁
、
私
実
父
小
普
請
組
朝
比
奈
河
内
守
支
配
男
谷
平
蔵
方
ニ

同
居
仕
罷
在
候
」
と
あ
る
。
地
の
文
は
甚
三
郎
、
付
箋
は
小
吉
の
住
居
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
な
お
、
こ
の
付
箋
か
ら
、〔
資
料
１
〕
が
提
出
さ
れ
た
時
点
で
男
谷
家
と

小
吉
は
深
川
を
離
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
男
谷
家
の
深
川
移
住
を
文
化
６

年
夏
頃
と
す
る
推
論
（
後
述
）
の
傍
証
と
も
な
り
得
る
。 

４ 

本
資
料
④
の
末
尾
に
、「
一
、
祖
父
父
私
迄
遠
慮
逼
塞
閉
門
差
扣
御
咎
之
儀
」
と
の
一
つ
書
き
が
あ
る

（
左
）。 

 

勝
安
五
郎
、
甚
三
郎
の
経
歴
を
見
る
に
、
彼
ら
が
「
御
咎
」
を
蒙
っ
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
記
述
は
小
吉
の
実
の
「
祖
父
」
男
谷
検
校
、「
父
」
男
谷
平
蔵
、「
私
」
小
吉
の
三
代
に
関

す
る
も
の
と
見
る
べ
き
か
。
そ
う
す
る
場
合
、
彼
ら
が
こ
れ
以
前
に
何
ら
か
の
罰
に
処
さ
れ
る
出
来
事

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

                                        

          

 


